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2026 年 8 月 13 日 千葉豪雨 

都市化が増幅した「高速型都市水害」の実態と本質 

― 気象情報・SNS 投稿／画像・地形解析・2026 年 8 月 18 日現地調査から ― 

結論：極端降雨が都市化された流域に入る → 数十分で表面流が集中 → 警戒情報が最高段

階になる頃には、すでに駅前・道路で深刻な浸水が発生していた。 

原 口  強 

株式会社 STORY 代表取締役／東北大学 災害科学国際研究所 特任教授 

1. 解析の要点 

➢ 千葉観測所では最大 1 時間降水量 111.5 mm、最大 3 時間 188.5 mm、最大 6 時間 293.0 mm、日

降水量 351.0 mm を記録し、1 時間・3 時間・6 時間雨量はいずれも観測史上 1 位となった。 

➢ 千葉市は東京湾岸の低地と、その背後の下総台地、台地を樹枝状に刻む谷津から構成される。都

市化により屋根・道路・駐車場などの不浸透面が拡大し、本来土壌へ浸透・貯留されていた雨水

が短時間で道路・側溝・下水道・旧谷地形へ集中する。 

➢ 今回の特徴は蘇我のような低地だけでなく、誉田・大網街道、さらに標高約 60～65 m の大野台

の造成地でも道路・店舗浸水が生じた点にある。『高標高＝安全』ではなく、局所集水面積と人

工的な流路が支配的になった。 

➢ したがって本災害は、河川氾濫だけで説明するのではなく、『都市そのものが巨大な集水装置と

なり、各所で短時間に洪水をつくった災害』として捉える必要がある。 

2. 地形がつくる自然の水系 

➢ 下総台地に降った雨は、本来、森林・畑・土壌に浸透・貯留され、谷津や小河川を経て時間をか

けて東京湾側へ流れる。この『台地＝浸透・貯留域、谷津＝集水・排水域、湾岸低地＝下流端』

という地形構造が、千葉地域の基本的な水循環である。 

 

図 1 千葉県北部～中部の地形。東京湾岸低地の背後に下総台地が広がり、台地内部には樹枝状の谷

地形が発達する（カシミール３D で作成）。 
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3. 都市化によって重なった『人工の水系』 

➢ 都市化によって、自然の水系の上に、屋根・舗装面 → 側溝・雨水管 → 道路 → アンダーパス・旧

谷地形 → 河川という人工的な水系が重なった。不浸透面では降雨がほぼ直ちに表面流出へ転換さ

れるため、極端降雨時には流出ピークが大きく、到達時間も短くなる。 

場所 水害タイプ 今回読み取れる意味 

蘇我駅周辺 台地→湾岸低地への集中型 駅前・道路・アンダーパスに短時間で水が集中。都市交通

が機能不全化。 

誉田～大網街道 道路・谷地形集中型 幹線道路沿いで複数の冠水・立ち往生車両。道路が人工河

道として機能した可能性。 

大野台 台地・造成地型 標高約 60～65 m でも浸水。絶対標高より局所集水と道路

排水系が重要。 

4. 極端降雨と現場応答の時刻歴 

➢ 今回の最大の特徴は、気象情報が強化される時間帯と、現場の冠水が急速に進む時間帯がほぼ重

なったことである。最高レベルの警戒情報を待ってから移動を開始するのでは遅い状況が発生し

た可能性が高い。 

 

図 2 極端降雨、警戒情報、SNS 等で確認された浸水状況を同一時間軸で整理した概念図。 
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時刻 気象・警戒情報 現場で確認された状況 

17:58 線状降水帯発生情報 強雨域が千葉市周辺へ接近・停滞 

18:46 記録的短時間大雨情報。千葉市中央区付近で

約 110 mm/h 級 

道路冠水が急速に顕在化 

19:24 頃 猛烈な雨の直後 蘇我駅周辺で深い冠水を示す SNS 投稿 

19:30 大雨特別警報（最高レベルの警戒） すでに駅前・道路で深刻な冠水が進行 

20:19 頃 強雨継続 蘇我駅前でバスが水を押し分けて走行する投

稿 

21 時以降 雨域の移動・再強化 蘇我周辺の冠水継続、停電・帰宅困難 

23 時台 県内各地で豪雨継続 誉田～大網街道で多数の冠水車両、道路機能

低下 

5. 豪雨災害の本質 

極端降雨 × 地形 × 都市化 

➢ 111.5 mm/h という極端降雨が、広範囲に不浸透化した都市流域へ入ったことで、雨水が地中に浸透する時間を失い、

道路・側溝・下水道・旧谷地形へ短時間で集中した。 

➢ 蘇我では下流低地への集中、誉田では道路・谷地形への集中、大野台では台地上の造成地そのものに局所洪水が形成

されたと考えると、現地状況を統一的に説明できる。 

6. 防災上の示唆 
➢ 従来の河川洪水ハザードだけでは、台地・造成地を含む都市表面流の危険性を十分に表現できない。 

➢ 標高だけで安全性を判断せず、DEM による Flow Accumulation、道路縦断勾配、不浸透面率、雨水排水能力を統合して

評価する必要がある。 

➢ 100 mm/h 級の降雨や線状降水帯が予測・観測された段階では、道路移動そのものを抑制する判断が重要になる。 

➢ 店舗・病院・地下施設では、入口止水だけでなく、排水・逆流・設備配置を含む多重防御が必要である。 

7. 今後の検証 
➢ 次段階では、蘇我・誉田・大野台を重点地点として、①5～10 分間隔の気象レーダー、②DEM と Flow 

Accumulation、③土地利用・不浸透面、④道路勾配・雨水排水網、⑤SNS 投稿の撮影時刻・位置・推定水深、⑥8 月

18 日の現地痕跡を GIS 上で統合する。 

➢ これにより『都市化がピーク流出量と到達時間をどの程度増幅したか』を定量的に検証できる。 

8. 結論 

➢ 2026 年 8 月 13 日の千葉豪雨は、単なる低地の洪水ではない。下総台地と谷津という自然の水系

の上に、都市化による不浸透面と道路・下水道という人工の水系が重なり、そこへ観測史上最大

級の極端降雨が入った。その結果、雨水は数十分で集中し、湾岸低地だけでなく台地・造成地で

も洪水が形成された。 

➢ 「低地に水が来た」のではなく、「都市化された流域そのものが短時間に水を集め、各所で洪水

をつくった」ことが、今回の都市型水害の核心である。 
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9. 原口らによる 2026年 8月 18日現地調査との照合 

➢ 本解析では、公開気象情報と SNS 上の時刻歴だけでなく、原口らが 8 月 18 日に蘇我駅周辺、千葉大学医

学部附属病院、浜野・村田町、誉田、大野台・土気方面を現地確認した結果を照合した。現地では、浸水

痕跡、道路上の冠水車両、店舗被害、地形と道路勾配、聞き取りを重点的に確認した。 

➢ 大野台の工業団地では、標高約 60～65m の台地上であるにもかかわらず、道路沿いに多数の冠水・故障車

両が残り、コンビニ店舗でも浸水痕跡を確認した。店舗聞き取りでは、短時間に水位が上昇し、最大で約

90cm 程度に達した可能性が示された。 

9-1. 大野台：標高約 60mの工業団地で発生した道路冠水・店舗浸水 

➢ 大野台の事例は、今回の千葉豪雨を「低地の洪水」だけでは説明できないことを端的に示す。 

➢ 現地調査では、工業団地内の道路上に冠水による車両被害が残り、ローソン店舗でも浸水痕跡を確認し

た。周辺は台地・造成地であるが、Flow Accumulation 解析では道路や造成地の微地形に沿って表面流が集

まり得る構造が読み取れる。この事例で重要なのは、洪水が海岸低地から標高 60m まで遡上したのではな

く、「その標高の場所で、豪雨による表面流が集まり洪水状態が形成された」と考える点である。絶対標

高だけでは都市型水害の安全性を評価できず、集水面積、不浸透面、道路縦断勾配、排水能力を一体とし

て評価する必要がある。 

① 現地状況からは、周辺の比較的狭い範囲に降った雨が舗装面から急速に流出し、道路に集まり、道

路そのものを流路として流れたと考えると整合的である。これは SNS で確認された誉田～大網街道

沿いの複数冠水・立ち往生車両とも共通する。 

② 千葉大学医学部附属病院では地下部が浸水し、病院側から分電盤等への水の流入経路が問題となっ

たこと、復旧作業が進められていることを確認した。都市表面流が地下空間・重要設備へ侵入する

と、比較的小さな浸水深でも都市機能への影響が急激に大きくなる。 

③ 蘇我駅周辺では、SNS 投稿の時刻歴が示す急激な冠水と、湾岸低地・台地縁辺という地形条件が対

応する。18 時台の極端降雨から 19 時台の深刻な冠水までの時間が短く、都市流域の応答時間その

ものが防災上の重要な課題である。 

➢  

 

図 3 大野台工業団地の現地調査と Flow Accumulation 解析。 

A：道路冠水による車両被害の確認地点、B：コンビニ店舗の浸水被害地点。中央図は地形上の集水経路を示す。標

高約 60m の台地上でも、造成地・道路の微地形と不浸透面によって局所的に表面流が集中した可能性を示す。 
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10. 総合考察：今回の千葉豪雨で何が起きたのか 

➢ 今回、現地を歩いて最も重要だと考えたのは、「低地が浸水した」という従来の洪水像だけでは説明でき

ないことである。最大 1 時間 111.5mm という極端降雨が、下総台地から湾岸低地まで連続する都市化さ

れた流域に入り、屋根・道路・駐車場などから大量の雨水が短時間で表面流となった。これが道路、側

溝、下水道、旧谷地形へ集中し、蘇我の低地だけでなく、誉田の幹線道路、さらに標高約 60～65m の大野

台でも局所的な洪水を形成したと考える。 

すなわち今回の本質は、 

➢ 「水が低地へ来た」だけではなく、「都市化された流域そのものが短時間に水を集め、各所で

洪水をつくった」ことにある。 

➢ しかも SNS 時刻歴と気象情報を重ねると、最高レベルの警戒情報が発表される頃には、すで

に駅前・道路で深刻な冠水が進行していた。 

➢ 今後の都市水害対策では、河川水位だけでなく、100mm/h 級降雨時の都市表面流、道路流、

地下空間への流入をリアルタイムに評価する必要がある。 

11. 今後必要な定量検証 
蘇我・誉田・大野台を重点地点として、5～10 分間隔の気象レーダー、DEM、Flow Accumulation、旧地

形、土地利用・不浸透面率、道路縦断勾配、雨水排水網、SNS画像の撮影地点・時刻・推定水深、8月 18 日の

現地痕跡を GIS 上で統合する。これにより、都市化がピーク流出量と到達時間をどの程度増幅したのかを定量

的に検証することが次の課題である。 

主要資料 

• 気象庁「過去の気象データ検索・千葉」：

https://www.data.jma.go.jp/stats/etrn/view/rank_s.php?block_no=47682&day=18&month=13&prec_no=45&vie

w=np0&year=2026 

• 気象庁「2026年 8 月 13～14日の期間最大 3 時間降水量」：

https://www.data.jma.go.jp/stats/data/mdrr/periodstat/20260814a/20260814/24/pre3h_mxarea00.html 

• 気象庁「2026年 8 月 13～14日の期間最大 6 時間降水量」：

https://www.data.jma.go.jp/stats/data/mdrr/periodstat/20260814a/20260814/24/pre6h_mxarea00.html 

• 千葉市の地形・雨水対策・地域防災関連公開資料、および 2026年 8 月 13 日の公開 SNS・報道映像（位置・時刻を

照合して使用）。 

• 注：SNS画像の転載・二次利用は、原投稿者・権利者の許諾条件を確認する必要がある。図 2 は公開情報をもとに

した解析用概念図であり、レーダー画像等の厳密な原図転載ではない。 

 


